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 Abstract
   The  tetal of  83 female students  attending  a course  in nutriology  leading, to nutritionist's
license were  searched  for their nutritional  conditions,  diet habits, hematology, and  daily
schedules  for the purpose  of introducing good  health management,  and  the following results
were  obtained:
1) On  hematological test, anemia  was  detected in 22.9% ef  the subjects.
2) As for the state  of  nutrient  intake, both anemia  and  normal  groups took  energy,
calcium  and  iron only  in small  amounts.  There were  significant  differences between the 2
groups  in intake of  energy,  saccharides,  phosphorous,  sodium,  vitamin  A  and  vitamin  C.
3) The anemia  group  ate  insufficiently small  amounts  of  green  vegetables  and  fruit, The
intake ef  fishery products, bean products and  dairy products was  low in both groups.
4)In the anemia  group, consumptive  energy  markedly  exceeded  intake energy;  therefore,
many  were  very  thin.
5) Of all of  the  subjects, 48.2% worked  on  a  part-time basis, In the anemia  group, more
than  a  half, 52.6%, had a  part-time job, and  many  complained  of  constipation(52.6%)  and
poor  gastrointestinal condition(47.4%),  suggesting  that  overload  with  part-time job and
inadequate diet habits had various  effects  upon  health conditions,  and  were,  therefore,
involved in the  occurrence  of  anemia.
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とい い が た い 諸問題が 隠 され て い る 。 不適正 な栄養摂取、や せ願望に よ る無理なダイエ ッ ト、
誤 っ た 食生 活情報の 氾濫 等 とい っ た種 々 な貧血 の 要 因が 、我 々 の 日常生活の 中に 存在 して い る 。
献 血時に 「血が 薄 い 」 と言われ、献血で きなか っ た など血液中の 赤 血球 の数 が少な い 、「低比 重 」
の 女 1生が増 えて い る 。 1）自分 で は健康 と思 っ て い る者や 有症者の うちか ら貧血者 を発 見 し、貧
血状 態の 改善へ と導 くこ と と、貧血 と い う指標 を通 して 、食生 活の 背景を探 り、健康 を阻害す
る生活要 因 （習慣等）の 発見に つ とめ 、適切 な対策 に よ り、 より健康で安定 した生 活が営め る
よう、健康生 活 へ の 動機づ けを目的 として、将来、食 の 指導者 として 栄養指導に従事する栄養
士 コ ース の 学生 を対象に本調査 を行 っ た 。 血液検査の 結果、22．9％の 貧血者が み られた 。 貧血
者 と正 常者群別 に焦点 をあわせ 、健康状態 と食生活 との 関連 に つ い て 比較検討 を試み 、若干 の
知 見を得 た の で 報告す る。
方　　法
1． 調 査対象
　 本学家政学科食物栄養専攻栄養士 コ ース 学生83名、年齢構成 は19〜20歳で ある 。
2． 調 査時期 ・調査方法
　平成元年 6 月中旬 （栄養i士課 程給 食管理校外実習 の 前週）の 平 日 の 連続 3 日間、国民栄養調
査 に準 じて作成 され た食物摂取状 況調査 用紙 と食生活状況調査用 紙 を学生に配布 し、事前 に記
入要領 を十分 説明 した うえで 、各自に食物摂取量 を秤 量 法に よ り記載 させ た。 しか し消 費量が
少 な く秤量 困難 な も の 等に つ い て は 目安量 をもっ て した 。同時に消費エ ネル ギーを求め る た め
に 、消費 エ ネル ギーの 算出用紙 と生活時 間調査 用紙 を配布 し、 2 日間の 行動記録 は記入例 「 日
常生活 活動 の 分 類
2）
」の 作業内容の 項 目に従 っ て分単位 に行動 は出来 る だ け細か く、具体的に、
正 確に記入 させ た 。例えば雑談 、休息等の 時は座位か 立位か 、電車 内 で の 姿勢 も立位か座位か、
ラ ッ シ ュ か、状態 を明記 し、 実験 ・実 習に つ い て も同様に明記させ た 。 テ レ ビ を見 なが ら食事
の 時は食事で 計算 した 。摂取栄養調査 ・生活時間調査 に お い て 不備の 点 は 聞 きと り方式 を併用
した 。 身体計測 と血 液一般検査 は 、 期 間中の 1 日 をあて 、 栄養指導学外実習時に 、 兵 庫県立健
康セ ン ターにお い て実施 した 。 血液検査の た めの 採血 は 、昼食前空腹時 に肘静脈 よ り行 っ た 。
血液成分の 測定は一般的な検査項 目で ある赤血球数 （RBC ）、白血球数 （WBC ）、ヘ モ グ ロ ビ ン
（Hb）、 ヘ マ トク リ ッ ト（Ht ）、血小板数、平均赤血球容積 （MCV ）、平均 赤血球色素量 （MCH ）、
平均赤血球色素濃度 （MCHC ）の 8 項 目につ い て実施 した 。身体計測で は身長、体重、皮下脂
肪厚 （背部肩甲骨下端部 ＋ 上腕伸展側中間部）を測定 した 。
分　　析
　分析は次 の 順で行 っ た。
（1） 貧血者の 判定は、WHO 貧 血判定基準に従 っ て 、　Hb 量 12g／dl未満の 者を貧血 者と した 。血
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　液検査 の 結果、Hb の 測定値 より貧血者群 と正 常者群 に分 けて、身体 組成 に つ い て 比較 を行 っ
　 た。
  　調査対象者の 血液性状値 の 度数分布 と貧血者 ・正常者群別の 血液性状値 の 比較 を行 っ た 。
（3） 食品摂取量 は 3 日間の 平均 を 1 日摂取量 と した。食品群別摂取量、栄養素摂取量 は、NEC
　パ
ーソナ ル コ ン ピ ュ ーター PC9801E を用 い 、四訂 日本食品標準成分 表 3）に より算 出した 。 栄
　養素等摂取量 の 貧血者群 と正 常者群 の それ ぞれ の 平均値 を、第四次改定 日本人 の 栄養所要量
　中19歳女子の 生活活動強度 II （中等度）の 値
4）
と比較 した。栄養量計算 に 当た っ て は 、 調理
　に よる損失率 を加味 して い ない 。
（4） 栄養素等摂取量 を貧血者 ・正 常者群別 に比較 し、関連性の 有意性 を X2検定法で検討 した 。
（5） 食品群別摂取量に つ い て、貧血 者・正 常者群別に比較 し、栄養素等摂取量 と 同様に X2検定
　 を行 っ た。
（6） 生活時間調査の 1 日の 行動記録 か ら 1 日の消費エ ネル ギーと生活活動指数 を求 め貧血者 ・
　正 常者群別に 比較 した。消 費エ ネ ル ギーの 算出は、次 の よ うに行 っ た 。
　  「生 活時間調査表」 に記入 した内容 を 「 日常生活活動の分類 」 に従 っ て、生理 的生 活時
　　間、家事 的生活時間、学業的生 活時間、社会文化的娯楽生活時間に分 類 して 、その 時聞（分 〉
　　 をすべ て記入 した 。
　  　各行動 ご とに調査 1 日 目 （実験 ・実習 の な い 日）、 2 日 目 （実験 ・実習の ある 日〉の 小計
　　を算出 し 、 そ れ ぞれの TW （各種動作の 時間 ・分） を出 した 。
　  　1 日 目、 2 日 目 （TW ）とも合計時間 （分 ）が 1440分 に なるよ うに確認 した 。
　  各行動 に要 した時間 （分 ）に っ い て 、Ea （活動代謝 kcal／kg）を乗 じて 消費 エ ネル ギー
　　を算出 し、各小 計で は TwXEa の 合計に体重を乗 じ、それ ぞれ の 小計 を加 えて合計と した 。
　  行動 に対応す る Ea が見あた らな い 場合は 、その 行動 にみ あ っ た Ea で 計算 した。
　  計算値は 、 小数第 2位 まで求め て EaXTw の 有効数値は小数点第 1位で あらわ した e
  ・ 日 の 韻 エ ネル ギーは ΣE・ × T ・ ・ W 生活活動指数はΣEa
×
詈
w × w −
・の 関係式で求め
　　た 。（B ；1 日 の 基礎代謝量 kca1／日、19歳 ：23．8xw 　20歳 ：23．2× w ）
（7） 食生活状況調査 よ り、住居環 境、ア ル バ イ トの 有無、 1 日 の 食品数、朝食の 欠食状況、食
　事 にか ける時間及 び健康状態 に つ い て、貧血者 ・正常者群別に 比 較 した。
結果及び考察
1． 身体組成
　対象群 の 身長 、体重 、標 準体重比 、 体脂肪量 の 平均値 と標準偏差 を表 1 に示 した 。 貧血者 ・
正常者群別 にみ る と身長 、 体重 には差は認め られな い が 、標準体重 比 は 貧血者群 に、体脂肪量
は正 常者群 に大 きな値を示 して い る。表 1 に 15歳以上 の 女性 の体脂肪量 の 基準値 と貧血者 ・正
常者群 の 体脂肪量の 分布 を示 した が、貧血 者群で は 73．7％が 体脂肪量が 少な く、 多い 者は 5，2％
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表 1　 身　体 　組　成
（M ± SD）
対　　　 象 身　長 （  ） 体 　重 （kg） 琢 準体重比 （％） 体脂肪量 （％〉
貧血者群 （n ＝19） 157，9± 5．4 53．4±5．5 5．7± 10，5 21．4± 6，6
正常者群 （n ＝64） 157，8± 5．1 53．8±6．5 5．3± 11．3 23．6± 4 ．0
　　　　　体脂肪量（％）
区　分
少なすぎ 少 ない
　　 、
ふ つ フ 多　 い 多すぎ 高度肥満
15歳以上 　女　 基準値 〜19．920 ，0〜24．925 ．0〜29．930 ．0〜34．935．0〜39．940 ．0〜
貧血者群 （n ＝19） 31．6 42．1 21。1 5．2 0 0分
　
布 正 常者群 （n ＝64） 15．6 51．6 28．1 3．1 1，6 0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M ；平均値　SD ：標準偏差
に す ぎなか っ た 。又、正 常者群 にお い て も、多い 者は 4．7％にすぎず、少 ない 者が 67．2％を占め
て い る 。 体位、体格は栄養素摂取量お よび栄養状態 と の 関連が 深 い 。 貧血 者群の 方 に特 に体脂
肪量の 少 な い 、やせ 型が 目立 つ が 、63．2％の 者が 自分 は太 っ て い る と思 っ て い る。
2． 血液性状値 に つ い て
　調査 対象者の 血 液性状値の 平均及 び標準偏差 は 、ヘ マ トク リ ッ ト37．9± 2．6％、ヘ モ グ ロ ビ ン
12．5± 1．Og／d1で あ っ た 。 血液性状 値の 度数分 布 を図 1に示 した 。 ヘ マ トクリッ トの 分布 をみ る
と、最頻値が 37〜38％に あ り、422 ％ を占め て い た 。 36．0以下 は 18．1％で あっ た。ヘ モ グロ
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表 2　 貧 血者 ・正 常者群別血 液性状値 の 比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （M ± SD）
測　 定　　項　　目 貧 血 者 群　　　 正 常 者 群　　　　　　 蔭 差の 有意水準
赤　血　球　数 　　104／mm3 411．6±40．2　 　
1433 ．9± 21．9 米　 米
白　 血 　球　数 　　103／mm3 6．3± 12 6．3± 1．4
ヘ モ グ ロ ビ ン 　 9／dl 11．2± 0，9 12．9± 0，6
ヘ マ トク リ ッ ト　 　 ％ 34．8± 2．0 38．8± 1．9 米
血 　小　板　数　　104／mm3 22．4± 4．6 19．2± 3．7 米　 米
M 　　C　　V 　　μ m3 82．4± 7．2 88．1± 4．5 米
M 　　C　　 H 　　Pg 25．5± 3．6 28．1± 1．5
M 　 C　 H　 C　　 ％ 302 ± L5 31ユ ± 1．5
M ：平均値　　 SD ：標準偏差　　MCV ：平均赤 血球容積　　　　　x ： P ＜0．05
MCH ：平均赤血球色素量　　MCHC ：平均赤血 球色素濃度　　 米 x ： P ＜O．e1
ビ ン 分 布は平均 値12．5g／dl付近に 最頻値 が あ り50．6％を占め 、11．O〜11．9g／dlは 16．9％、11．O
g／dl未満は 6％を 占めて い た 。 貧血者の 判定は WHO 貧血判定基準に 従 っ て 、Hb 量 12g／dl未満
の 者 を貧血者 としたが、貧血者群 に属す る者が 22，9％ を占め て い た。血 液性状 値の 比較 （表 2）
で は 、当然 なが ら貧血 者群が 低値 を示 して い た 。両群 間 の 赤血 球数 、 ヘ マ トク リッ ト、McV に
は 5％の 血 小板数 には 1％の 有意差 が認め られた が 、ヘ モ グ ロ ビ ン に は 認め られなか っ た 。 血液
性状に つ い て は 、生理 的 な生体 ］1ズ ム と して の 季節的な変動が み られ る こ とを森 ら 5）は 報告 し
て い る。
3． 血液性状 と栄養素摂取量の 関係
　血 液性状 と栄養素等摂取量 との 関係をみ る ため に 貧血者群 と正 常者群間の 比較 を試み た 。 両
群 間の 栄養素等摂取量の 平均値 と標準偏差 を、表 3 に 、栄養素等摂取量 の 充足率を図 2に 示 し
た。
　貧血者が正 常者よ りも少な く摂 られて い た栄養素は 、動物性脂肪、カ ル シウ ム 、カ リウム 、
ビ タ ミン A 、ビ タ ミン B1、ビ タ ミ ン C で あ っ た 。
　第四次改定 日本人 の 栄養所要量の うち、19歳 女子 の 生 活 活動 強度 II（中等度）の 値 と比較 し、
その 充足 率 を図 2 に示 した 。
　貧血 者 ・正 常者群 ともに 、 エ ネ ル ギー 、 カ ル シ ウ ム 、鉄 の 摂取量が少な く、栄養素等摂取量
は 所要量 を下回る充足率の 低 さを示 して い る 。
　女子学生 を対象 とした 食生活の 実態調査 6 で は居住別、季節別に 焦点をあわせ 、摂取栄養素
を量や質の 面か ら考察し、カ ル シ ウ ム 、鉄 に つ い て 、他の 栄養素の 充足率が高 い に もかか わ ら
ず、こ れ らの 摂取不足 が著 しい こ とをあげ、摂 取改善 の 配 慮が望 まれ る こ とを報告 した。
　 ヵ ル シ ウ ム と鉄の 摂取不足は 著者の 調査結果
f
に 限 らず、女子大学生 を対象に した種 々 の調
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査 で も明 らか で ある。
　食欲 の 低下 な どに よ り、夏季 には特 に食生活 レ ベ ル が低 下す る と思われ る の で 、 鉄 もカ ル シ
ウ ム と同様、食事の 上で気 をつ けて い なけれ ば摂 取 しに くい 栄養素で ある。
　鉄欠乏性貧血 の 予防は 1 日 に必要 な鉄分 が 12  で あるか ら、食 品か らの 吸収率が 5〜10％ と低
い
。 こ の た め鉄分 の 吸収 を助 ける栄養 も同時に摂取 しなければな らない 。ダイエ ッ トだ とい っ
て食事の 回数を減 らした り、栄養が偏 っ た りして い るそん な生 活を変 えずに、鉄分 だけ摂取 し
て も体 に 必要 なエ ネル ギーが 足 らず 、 体調は 良 くな らな い 。
　摂取 した鉄の 吸収 と利用 を高め るた め に は 、同時 に ビ タ ミン C の 多い 食品 を摂取す る必要が
あるが 、 ビ タ ミン C も調理 に よる損失率を加味 して い な い の で 、調理 方法か ら推測 して 、実際
の 摂取量 よ りも低 い 状態が考 えられ る 。
　たん 白質摂取量 は体重kg当た りの 平均値 と標準偏差は、貧血者群 1．2± 0．3g、正常者群 1．1±
O．3gで あ っ た 。調査対象 の 塩分摂取量 は貧血 者群 9．8± 2．4g、正 常者群 9，7± 2．5g、食塩相 当量
（ナ トリウ ム × 2．54）は貧血 者群 8．5± 2．3g、正常者群 83 ± 22g で 昭和 63年調査 にお け る全国
平均 1人 1 日当た り12．2g と比 べ ると両者群ともに 1 日10g以下 と い う望 ましい 値 内に とどまっ
て い る 。
　栄養素等摂取量 の 比率 を表 4 に示 した 。 動物性 たん 白比 は貧血者 ・正 常者両群 ともに、昭和
63年国民栄養調査値 52，6％ と同値 を示 した 。
　エ ネル ギー摂取量に 占め る脂質 エ ネル ギーの 比率が国民栄養調査で は 25％を超 え25．5％に達
して い る が 、本調査対象の 貧血者 ・正 常者両群 と もに、その値 を上回 り、栄養所要量の 示 す望
ましい 25〜30％の 比率の 上 限をも上回 る値 を示 した 。 脂質の 過 剰摂取は 成人病 の 発症 を もた ら
す可能性が 高 く、成人病予 防の 観点か らも、質 ・量 ともに配慮が 必要で ある 。 穀類 エ ネル ギー
比 は逆 に 、両 者群 とも50％を割る低値 を示 した 。
ヒ ン ケ ツ シ ャ グ ン
　 　 　 エ ネル ギー
　 　 　 （87％）
（73％）
バ クシ ツ
セ イジ ョ ウ シ ャ グ ン
　 　 　 　 エ ネル ギー
　 　 　 　 （83％｝
Fe
（71％）
パ ク シ ツ
図 2　 栄養素等摂取量の 充 足率
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表 3　 貧血 者 ・正 常者群別栄養素等摂取量の 比較
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（1 人 1 日 当た り）
栄　　　養 　　　素
貧　　血　　者　　群 正 　　常　　者　　群
M ±　SD 変異係数 M ±　SD 変異係数
差の有意
水 準
エ 　ネ　ル 　ギ　ー　（Kcal） 1789 ± 462 0，258 1693± 331 0．196 米　 米
た　 ん　 白　 質　　（9） 63．1 ± 18．10 ，287 59．7 ± 13．8 0231
動 物 性 た ん 白 質　　（g＞ 34．1 ± 9．3 0，273 32．1 ± 7．O 0．218
脂　　　　　　肪　　（9） 62．3 ± 24．0 0．385 62．3 ± 19．8 0．318
動　物　性　脂　肪　　（g） 3G．0 ± 16，0 0．533 31．7 ± 15．3 0．483
糖　　　　　　質　　（9） 235．8 ± 75．2 0．319215 ．5 ± 52，9 0245 米　 米
繊　　　　　　維 　　（9） 2 ．8 ± 1．2 0，429 2．6 ± 0．9 0．346
カ　 ル 　シ　ウ　ム　（mg ） 426 ± 172 0．404 429 ± 22．1 0．515
リ　　　　　　 ン 　（mg ） 939 ± 258 0．275 915 ± 231 0．252 米　 米
鉄 　　　　　　　　（mg ） 8．7 ± 3ユ 0356 8．5 ± 2，8 0．329
ナ　 ト　 リ　 ウ　ム　（mg ） 3329± 894 0．269 3262± 875 0268 来　 ）く
カ　　リ　　ウ　　ム　（mg ） 1982 ± 730 0．368 1997 ± 591 0．296
ビ　タ　 ミ　 ン　 A 　（IU） 2020 ± 710 0．351 2212 ± 1202 0．543 来　 米
ビ　タ　 ミ　 ン 　B 【　（mg ） 0．88 ± 0．34 0386 0．91 ± 0．35 0．385
ビ　タ　 ミ　 ン　B2　（mg ） 1ユ9 ± 0．39 0328 1．18 ± 0．43 0．364、
ビ　タ　 ミ　 ン 　C 　（mg ） 61 ± 52 0，852 74 ± 53 0，716 ※　 米
繁戛k学善皇 （・／・・） 1．2 ± 0．3 0．25 1．1 ± 0．3 0273
食　塩　相　当　量　　（g） 8．5 ± 2．3 0271 8．3 ± 2 ．2 0265
Ml 平均値 　 SD ：標 準偏差 　 xx 　P く0．01
表 4　 栄養素等摂取量の 比 率
（M ±SD）
項　　　　　 　　　　 目 貧　 血 　者　群 正 　常　者　群 差の 有意水準
動　 物　 性　 蛋　 白　 比　（％） 52．6 ± 12．8 52．1 ± 14．2
動　 物　 性　 脂　 肪 　 比　（％） 48，6 ± 18．1 51．2 ± 19．0
脂 　肪　エ 　ネ　ル 　ギ　ー　比 　（％） 30．6 ± 7，8 32．4 ± 8．0
穀 類 エ 　ネ　ル 　ギ ー　比　 （％） 46．6 ± 11．1 43．1 ± 10．4 米
朝 食 の 穀 類 工 ネ ル ギ ー比　 （％） 49 ．1 ± 252 51．9 ± 17．7
昼 食 の 穀 類 エ ネ ル ギ ー比　 （％〉 48．5 ± 20．3 51．5 ± 19、7
夕 食 の 穀 類 エ ネ ル ギー比　 （％） 45．5 ± 16．3 42，1 ± 15．1 米
M ；平均値 　 SD ：標準偏差 　 x ： P＜0．05
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4． 貧血 者 。 正 常者群間 の検 定
　表 3に 示 した貧血者 ・正 常者両群 間にお い て、X2検定の 結果 、1％の 危険率で有意差 を認め た
栄養素は、エ ネ ル ギー、糖質、 りン 、ナ トリウ ム 、ビ タ ミ ン A 、ビ タ ミ ン C で あ っ た 。
　表 4 に示 した栄養素等摂取量の 比率にお い て、両群間に有意差が認め られ た の は 、 穀類 エ ネ
ル ギー比 （Pく 0．05）と夕食の 穀類 エ ネル ギー比 （P＜0．05）で あ っ た 。
　 3食お よび 間食 の エ ネル ギー と塩分摂取量の 比較 を表 5 に示 した。朝食、昼食、夕食、間食
の エ ネル ギーに おい て 両群間に、 1％の 危険率 で有意差 が 認め られた 。
表 5　 3 食お よび 間食の エ ネル ギー と塩分 摂取量 の 比較
（M ± SD ）
項　　　　　　　　　 目 貧　血　者　群 正 　常　者　群 差の有意水準
朝 食 の エ ネ ル ギ ー　（Kca1） 436．5 ± 170．8 411．7 ± 134．0 米　 来
昼 食 の エ ネ ル ギ ー　（Kca1） 578．1 ± 186．6 540．5 ± 190．1 ※　 米
夕 食 の エ ネ ル ギ ー　（Kca1） 655．2 ± 268．6 626．2 ± 165．7 米　 米
間 食 の エ ネ ル ギ ー　（Kca1） 98．5 ± 130 ．1 131．1 ± 164．6 米　 来
1　 日　 の 　摂　取　塩　分 　　（9 ） 9，8 ± 2。4 9．7 ± 2．5
M ：平均値 　 SD ：標準偏差 　 来 x 　 P ＜0．01
5． 食品群 別摂取状 況
　女子学生 の 1 人 1 日当た りの 食品群摂取量 を表 6 に示 した 。 両群 間に お ける食品群 の 摂取量
は 、 穀類 、 卵類 、 豆 類 、 緑黄色野菜類、そ の 他の 野菜類、果実類 、 嗜好飲料類 、 調理加工 食品
類 に それぞれ P ＜ 0，01で 又、魚介類、獣鳥肉類に P 〈0．05で 有意差が認 め られた 。 各食品群の 変
異係数か らその バ ラツ キ状況 をみ る と、貧血者 ・正 常者群 ともに穀類、獣鳥肉類、その他の 野
菜類、卵類の バ ラ ツ キが 小 さ く、理 調加工 食品類 、嗜好飲料類、藻類が 非常に 大 きか っ た 。
　高居 らS）の 食糧構成例 と比較 して み る と、少ない 食品群が殆 どで ある 。 多い 食品群 として は
卵類、獣 鳥肉類、菓子類が 目立 っ た 。
　貧血 者群 に お い て は 、 魚介類 、 豆 類 、 乳類 とい っ た 良質の たん 白質の 摂取が少な く、両群 と
も緑黄色野菜、果実類の 摂取量が少 な い 。 食生活状 況調査の 中の 野菜類の 項 目で 、野菜 を毎 日
た っ ぷ り食べ る （5．3％）、毎 日少 しずつ 食べ る （36．8％）、週 3 〜 4 回 （31．5％）、週 1 〜 2 回
（21，1％〉、あま り食 べ ない （5，3％）と い う結果 が示す通 りで ある 。
6． 生 活時間調査
　生活時間調査 よ り算出 した生活活動の 消費エ ネル ギーを貧血 者 ・正常者群別に 比較 して表 8
に示 した。
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　　 　　　 河南 ：女 子 学 生 の 健康 状 態 と食 生 活 との 関連 に つ い て
表 6　 食品群別摂取 量
　　　　　　　　　　　　　　　　 1 人 1 日当 た り（9 ）
貧　　血 　　者　　群 正 　　常　　者　　群
食　 　 　品　　 　群
M ±　SD 変異係数 M ±　SD 変異係数
差の 有意
水 準
穀　　　　　　　　類 261．6 ± 101 ．20 ．387216 ．5 ± 57．1 0．264 米　 ）匠
い 　 　 　 も　　 　 類 30．9 ± 35．5 L14829 ．5 ± 44．9 1．52
砂　　 　 糖　　　 類 5．5 ± 7．5 L363 6．3 ± 7．6 1．206
菓　 　 　 子　 　 　 類 28．7 ± 59．8 2．08326 ．1 ± 54．8 2．099
油　　　 脂 18．3 ± 16．4 0．89617 ．7 ± 133 0．751
油 脂 類
動　物　性 9．2 ± 9．8 LO6510 ．7 ± 13，5 L261
魚　　　 介　　　 類 41．4 ± 54．8 132337 ．3 ± 40．9 1．096 来
獣 　 　鳥　 　 肉　 　類 64．7 ± 38．4 0．59370 ．0 ± 47．6 0．68 来
卵　　　　 　　　　 類 79．1 ± 50．7 0．64058 ．3 ± 44．2 0．758 米　 米
豆 　　　　　　　　類 20．7 ± 21 ．2 1 ．  2426 ．9 ± 32．0 1．189 米　 米
牛　　　 乳 83．1 ± 99．3 1．19499 ．0 ± 115．91 ．170 崇　 米
乳　　類
乳　製　 品 50．3 ± 52．3 1．03938 ．0 ± 55．6 1．463
緑 黄 色　野 菜 類 322 ± 37．6 1 ．16743 ．8 ± 42．8 0、977 ※　 米
そ の 他 の 野 菜 類 145．4 ± 91．4 0．628116 ．2 ± 83，9 0．722 来　 米
果 　　　　実　　　　類 58．2 ± 68．4 1．175102 ．4 ± 107．71 ．051 米　 米
藻　　　　 　　　　 類 5．6 ± 12，6 2．25 6．4 ± 14．8 2．312
嗜　 好　 飲　 料 　 類 18．9 ± 58．8 3．11133 ．3 ± 79．4 2．384 ※　 ※
調 味 料 及 び 香 辛 料 39．7 ± 54．3 136725 ．9 ± 18．0 0．72 ※ 　 米
調 理 加 工 食 品 類 4．7 ± 16．0 3．404 13．0 ± 432 3．323 楽 　 ※
M ：平均値　　SD ：標準偏差　　 x 　 P＜ O．05　　 xx 　 P ＜ 0．01
　貧血者群の 生理 的生活 時間の 1 日 目 に （P 〈 O．Ol）、家事的生活時間、学業的生活時間の 2 日
目 （P＜ 0．01）に 1 ％の 有意差が認め られ た。
消費エ ネ ル ギーと摂取 エ ネ ル ギーの 関係をみ る と、相 関関係 はな い が 、貧血者群 ・正 常者群
ともに消費量に対 し摂取量が不足 して い た。
　 1 日 の 生活時間お よび 消費エ ネ ル ギーか らみ た生活内容は 、家庭外 の 生活に費す部分 が 多 く、
ア ル バ イ ト等で家庭 でゆ っ くりす ごすゆ と り の 少 な い 生活実態で ある 。
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表 8　 貧血 者、正 常者群別消費 エ ネル ギーの 比較
（M ± SD ）
生活活動の消費エ ネル ギー
調
晉
貧　血 　者　群
　 　 　 　 （Kca1）
正 　常　者　群
　 　 　 　 （Kcal） 差
の有意水準
1 635．2 ± 98．5 680．9 ± 121．2 米　 米
生 　理 　的　生　活　時　間
2 674．3 ± 107．9 666．1 ± 106．0
1 224．4 ± 231．7 455．6 ± 305．8 来 　 米
家 　事 　的　生　活　時　間
2 110．0 ± 116．9 168．5 ± 228，5 米　 米
1 661，0 ± 198。5 619．3 ± 233．8 米　 米
学　 業 　 生　 活　 時　 間
2 9912 ± 280，4 970．O ± 410．9 米 　 米
1 591，1 ± 316．3 5892 ± 338．1
社 会 文 化 的 生 活 時 間
2 437，3 ± 236．0 427．2 ± 334．7
12111 ．7 ± 254．4 2345．0 ± 295．7 米 　 米
1　 　 日　 　 の 　 　合 　 　計
22212 ．8 ± 278．3 2231．8 ± 339．2
1 39．7 ± 4．6 40．5 ± 4．7
体重 kg当 た り消費エ ネル ギー
2 30．9 ± 41．4 41．5 ± 4．8
M ：平均値 　 SD ：標準偏差 　 1 ：実験 ・実習 の ない 日 　 2 ：実験 ・実習の ある 目 　 米 x ’P〈 0．01
7． 食生活状況
　住居環境及 び ア ル バ イ トにつ い て、表 7 に示 した。全対象者の 48．2％がア ル バ イ トをして い
る。貧血 者群 の 中で 52，6％ の 者が ア ル バ イ トをして い た 。
　貧血者群に お ける、アル バ イ トの 有無 と摂取 エ ネ ル ギー ・消費エ ネル ギーの 平均値 と標準偏
差 を表 9 に 示 した。
　ア ル バ イ トをして い る者 として い ない 者の 間に摂取 エ ネル ギーに おい て 1 ％の 危険率 で有意
差が認 め られ た 。 （P〈O．Ol）ア ル バ イ トに よる労働の 過重性、食生活の 不適正 が貧血 をひ きお
こ す一因 とな っ て い る こ とが 示 唆 され る 。
　 1 人 1 日当た りの 摂取食品数を図 3 に示 した 。昭和 60年 5 月厚生 省は 、 国民の 健康を保持増
進する観点か ら、食生活改善 の 目安 を示 す もの として 「健康づ くりの た め の 食生活指針 」
9）を
発表 した 。 そ の 1項 目に 「多様な食品で栄養 の バ ラ ン ス を」が掲 げ られ、その 小項 目 として 「 1
日30食品 を 目標 に 」 が 示 され た 。 1 日 に摂取する こ とが 望 ましい 食 品の 品 目数 の 目安を具体的
に 示 した もの で ある 。
　対象学生の 3 日間の 食事調査における食品数の平均 値は、貧血 者群 18．1± 4．3、正常者群 18．8±
3．6と両者群 ともに、 1 日 30食品 には大きな差が ある。
　図 4 の 食事にか ける時間は、貧血者 ・正常者群 ともに朝食、昼 食、夕食にか ける時間が 非常
に短 い 。
一 106一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
河 南 ：女子 学 生の 健康状 態 と食生 活 との 関連 に つ い て
食品数
28〜30
25〜27
22〜24
19〜21
16〜18
13〜15
10〜12
9品 以 下
0 10 20 30 40
（％）
図 3　 1 日当 り摂取食品数
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　　 　 　 　 　　 河 南 ：女 子学 生 の 健康状 態 と食 生 活 との 関連 につ い て
表 7　住居環境及 び ア ル バ イ ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
環　　　　　境 全 　対　象　者 貧　盈 　者　群 正 　常　者　群
自　　　　 宅 86．7 94．7 84．4
下 　　　　　宿
　 　 　 i
9・7　　 1　　　 5・3 10．9
寮 3．6　　　 1 D 4．7
ア ル バ イ ト（有） 48，2 52．6 46．9
表 9　 貧血 者群に お けるア ル バ イ トの 有無 と摂取エ ネ ル ギー ・消費エ ネ ル ギー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （M ±SD＞
　　　　 　　　　　　 ア ル バ イ ト
エ ネル ギー 有　
n ＝ 10 無 n ＝9 差 の 有意
水 　準
摂 取 エ ネ ル ギ ー　（Kca1） 1504．1 ± 321．2 2105．7 ± 382．2 米　 米
消 費 エ ネ ル ギ ー　 （KcaD 2164，6 ± 300．0 2G52．9 ± 173．4
xx 　 P 〈 0．01
表 11　朝食の 欠食状 況
（％）
回　　　　　　 数 貧　血　者　群 正 　常　者　群
毎 日 食べ る 63．2 70．3
週 1 〜2 回欠食 15．8 12．5
週 3 〜4 回欠食 5．2 6．3
週 1 〜2 回 しか 食べ な い 0 3．1
食べ な い 15．8 7．8
　表 11の 朝食の 欠食状 況 をみ る と、食べ な い 者が 貧血 者群に 15．8％ と正 常者群 の 7．8％の 2倍 に
もな っ て い る。
　女子大生 を対象に 欠食の 有無が 食生活や健康 に 及 ぼ す影響 に つ い て観察し、欠 食 に よる栄養
摂取 量 の 低下 は 、 欠食しな い 者 に比 べ て 、 10〜35％に 及び 、 又 、 欠食者の 不規則 な食事 は 日常
的に み られ る こ とで あ り、食事 に対す る関心 が 極め て 乏 しい こ とが 指摘 1°〕され て い る 。
　表 10に示す貧血者群 と正 常者群の 健康状態 をみ て み る と、貧血 者群にお い て 、便秘 しや す い
（52．6％）、胃腸 の 調子 が よ くな い （47．4％）、目覚め が 悪 い 方 （42．1％）、 疲れや す い （36，8％）
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等 を訴える者が 多い 。 正 常者群 にお い て も、便秘 しやす い （46．9％）、 風邪 をひ きや すい （46．9
％）、疲れや す い （45．3％）等の 症状 をあげて い る。そ の 他 に も貧血 の 症状 は無気力、集 中力に
欠 ける 、 食欲不振等が あげられ る 。
表 10 健　康 　状　態
（％）
症　　　　　　　　　状 貧　血　者　群 正 　常　者　群
疲れ や すい 36．8 45．3
め ま い がする 26．3 26．6
風邪 をひ きやす い 36．8 46，9
物事 に対 してや る気 が わ か な い 21．1 14．1
イライラす る こ と が 多 い 26．3 20．3
目覚 め が 悪 い 方 42 ユ 39．1
食欲 が わ か な い 5．3 4．7
便秘 しやす い 52．6 46．9
胃腸 の 調子 が よ くな い こ とが 多 い 47 ．4 21．9
体が だ る い こ とが 多い’ 26．3 29．7
　血液は全身を循環 し、生体組成の 生活現象 と密接 に関係 11）して い る の で、健康 の 種 々 な変化
が 血液 に 反映 して くる。
　貧血 と食生 活 は密接 な関係が あ り、正 しい 食生活の 実践 こ そ保健 問題 の 最重要課題 とい え よ
う。 1 日 3度の 食事 をきちん と摂 り、外食 した ら不 足 した栄養素 を補 うなどの 注意 をは らい 、
バ ラ ン ス の とれ た食生活が 大切 で ある。
要　 　約
　健康管理 を目的に、栄養士 コ ース の 女子学生 83名を対象に、栄養調査 及 び、食生活調査 、血
液検査 、生活時間調査 等を行 い 、次の 結果 を得 た 。
　1， 血液検査の 結果、22．9％の 貧血者 がみ られ た。
　2． 栄養素等摂取状 況は、貧血者、正 常者両群 ともに、エ ネ ル ギー、カル シ ウ ム 、鉄 が低 く、
両 者間にお い て、有意差が認め られた の は 、 エ ネル ギ
ー、糖質、 リ ン 、ナ トリウ ム 、ビ タ ミン
A 、ビ タ ミン C で あ っ た 。
　3． 貧血 者群で は、緑黄色野菜、果実類の 摂取量が 少 ない 、又、両群 ともに魚介類 、豆類、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 河南 ：女子学生 の 健康状態 と食生 活 との 関連 に つ い て
乳類の 摂取量が少 ない 。
　 4． 貧血者群に お い て、消費 エ ネル ギーが 摂取 エ ネル ギーを大 きく上回 り、その た めやせ 型
の 体型 が 目立 っ 。
　5． ア ル バ イ トをして い る者が全対象者の 48．2％で、貧血者群で は、52，6％ と半数以上 を占
め、便秘 （52．6％）や 胃腸の 調子の悪 さ （47．4％）を訴 える者が 多く、ア ル バ イ トに よる労働
の 過 重性 、 食生活の 不適正 が健康状 態に種 々 の 影響 を及 ぼ し、 貧血 をひ きお こ す一因 と して示
唆され る 。
　最後 に 、本調査 に 御協力い ただ きま し た 兵 庫県立健康セ ン ターの 関係者の 方々 に 深 く感謝 申
し上げ ます。
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